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2011年3月期 第２四半期 決算説明会

蛇の目ミシン工業株式会社
2010年11月9日

本資料で記述されている当社の現在の計画、戦略、予測等は、現時点で入手可能な情報に

基づき当社が判断、予想したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。

そのため、今後、市況や為替レートの変動などを含む様々な要因により、実際の業績は、

記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることがあります。
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２０１１年３月期 第２四半期決算概要

２０１１年３月期 通期業績見通し
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２０１１年３月期 第２四半期決算概要
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９００１,１１５営業利益

５.１％６.３％〔営業利益率〕

４.６％５.５％〔経常利益率〕

８００９８０経常利益

９０.００

５００

１７,５００

計画数値
（2010年8月6日修正）

８８.９３為替レート（円/ＵＳ＄）

５６７当期純利益

１７,８１１売上高

2011年3月期

第2四半期累計

増収増益増収増益

第第22四半期四半期 業績概要（連結）業績概要（連結）

単位：百万円
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10年3月期
第2四半期累計

11年3月期
第2四半期累計

単位：百万円

大幅増益大幅増益
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セグメント別業績３ヵ年比較（連結）セグメント別業績３ヵ年比較（連結）

1,115
16,782

180

家庭用機器 産業機器 その他

09年3月期
第2四半期累計

10年3月期
第2四半期累計

11年3月期
第2四半期累計

単位：百万円

※セグメント間取引消去額は「その他」の利益に含む

１０１９２１２６海外ミシン

７８８24風呂、整水器等

３４３７３８国内ミシン

＊家庭用機器売上高明細（億円）

△０.３ △０.４

４.１

△０.６24風呂、整水器等

ミシン関連 １.８ ８.９

＊家庭用機器営業利益明細（億円）

09年3月期
第2四半期累計

10年3月期
第2四半期累計

11年3月期
第2四半期累計
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≪家庭用機器事業≫
◎海外市場

✓新製品（キルト対応ミシン）の販売が好調に推移、北米や欧州
等の主力市場における牽引役として利益増に大きく貢献

✓アジア・中南米等の新興国市場で積極的な販売促進策の展開
により売上が大幅に増加

◎国内市場
✓国内販売市場の低価格化傾向を受け減収

セグメント別概要①セグメント別概要①
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第2四半期累計
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第2四半期累計

11年3月期
第2四半期累計
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ミシン売上台数比較
単位：万台

上段：国内
下段：海外
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≪産業機器事業≫

◎卓上ロボット・エレクトロプレス

✓特に中国、韓国、タイを主としたアジア市場で、

情報機器関連や自動車部品関連産業等からの受注拡大

により売上が大幅に増加

◎ダイカスト事業

✓エコカー補助制度等の自動車需要刺激策の効果もあり、

売上が大幅に増加

セグメント別概要②セグメント別概要②
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単位：億円
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10年3月期
第2四半期累計

１８０ １,１１５

11年3月期
第2四半期累計

0

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

売上高増に
よる粗利増

原価低減 経費節減

為替影響

◇ 前年同期比で、営業利益が約9億円増加

◇ 主な要因は新機種販売効果

◇ 前年同期比で、営業利益が約9億円増加

◇ 主な要因は新機種販売効果

売上高増に
よる経費増

単位：百万円
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純資産の部

負債の部

資産の部

負債・純資産合計

純資産合計

その他

利益剰余金・自己株式

資本金

負債合計

固定負債

流動負債

資産合計

固定資産

流動資産

△ ３,１７５３３,６８７３６,８６３

－１１,３７２１１,３７２

△ １１２１５,７８４１５,８９７

△ ３,０６２１７,９０３２０,９６６

５２５△ ２,７３５△ ３,２６１

△ ３,１９１４７,３２１５０,５１２

△ ６１５２９,７３４３０,３５０

５０,５１２

１３,６４９

５,５３７

２０,１６２

2010年3月期

期末
増減

2011年3月期
第2四半期末

△３,１９１４７,３２１

△ １５１３,６３３

△ ５４０４,９９５

△ ２,５７６１７,５８６

貸借対照表の状況（連結）貸借対照表の状況（連結）
単位：百万円
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４,３０７３,４６１現金及び現金同等物の四半期末残高

△ ６８３６１０たな卸資産の増減
５４９５９１仕入債務の増減

４４５５０７減価償却費

財務活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
その他

有利子負債の増減

投資活動によるキャッシュ・フロー
その他

有形固定資産の売却

営業活動によるキャッシュ・フロー
その他

税金等調整前四半期純利益

△ ２７５△ １５０

△ ３,０３３△ ２,３３８

△ ４５２△ １５０
１７６－

９３２１,１８７
△ ２５０△ ８１９

△ ２,３７２
△ ３３

２９８

2010年3月期
第2四半期累計

2011年3月期
第2四半期累計

△ ３,０７８
△ ４４

８７１

キャッシュ・フロー計算書（連結）キャッシュ・フロー計算書（連結）
単位：百万円

◇ 営業活動によるＣＦはたな卸資産の増加や仕入債務の増加等資金増減により９３２百万円のプラス

◇ 投資活動によるＣＦは海外販社所有不動産売却、ＩＴソフトウェア購入等により２７５百万円のマイナス

◇ 財務活動によるＣＦは借入金返済等により３,０７８百万円のマイナス

◇ 営業活動によるＣＦはたな卸資産の増加や仕入債務の増加等資金増減により９３２百万円のプラス

◇ 投資活動によるＣＦは海外販社所有不動産売却、ＩＴソフトウェア購入等により２７５百万円のマイナス

◇ 財務活動によるＣＦは借入金返済等により３,０７８百万円のマイナス
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２０１１年３月期 通期業績見通し



14

８００

３.３％

１,２００

４.９％

１,８００

３７,０００

2011年3月期
計画

６１％１,３４１営業利益

－３.８％〔営業利益率〕

－２.７％〔経常利益率〕

８１％９５７経常利益

７０％

４８％

第２四半期
進捗率

５２９当期純利益

３５,７４６売上高

2010年3月期
実績

通期業績見通し（連結）通期業績見通し（連結）

景気の減速懸念や為替及び原材料価格の動向等、先行き不透明な
要因があるが、引き続き、利益の確保・拡大に注力する

景気の減速懸念や為替及び原材料価格の動向等、先行き不透明な
要因があるが、引き続き、利益の確保・拡大に注力する

単位：百万円

※第2四半期進捗率：今期通期計画に対する第2四半期累計実績の進捗率
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蛇の目ミシン工業株式会社

2010年度 グッドデザイン賞を受賞
「メモリークラフト7700‐HORIZON」および「ME830」の2製品において、

財団法人日本産業デザイン振興会主催の「2010年度グッドデザイン賞」（Gマーク）を受賞しました。

ME830メモリークラフト7700‐HORIZON


